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大
阪
市
に
あ
る
住
吉
大
社
で
は
、
毎
年
六
月
十
四
日
に
神
社
の
境
内
に
あ
る
御
田
に
て
御

田
植
神
事
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
神
事
の
日
程
は
、
現
在
で
は
毎
年
同
じ
で
あ
る
が
、
か

つ
て
は
苗
に
と
っ
て
良
い
日
を
卜
っ
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
記
録
に
よ
れ
ば
、
五
月
二
十

日
頃
か
ら
六
月
上
旬
ま
で
の
日
程
が
確
認
で
き
る
。

（
１
）

大
永
八
年
以
降
は
、
五
月
二
十
八
日
に

神
事
の
日
程
が
固
定
さ
れ
、
現
在
の
日
程
へ
は
明
治
の
改
暦
に
合
わ
せ
て
変
更
さ
れ
た
。
御

田
植
神
事
の
始
ま
り
は
伝
承
に
よ
る
と
、
住
吉
神
を
現
在
地
へ
祀
っ
た
神
功
皇
后
が
長
門
国

か
ら
植
女
を
呼
び
寄
せ
て
、
田
植
を
始
め
た
こ
と
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
住
吉
神
は
、
海

の
神
・
禊
祓
の
神
・
航
海
安
全
の
神
・
漁
業
の
神
・
農
耕
の
神
・
和
歌
の
神
と
し
て
信
仰
さ

れ
て
お
り
、
御
田
植
神
事
は
農
耕
神
と
し
て
の
住
吉
神
へ
の
信
仰
が
表
れ
た
神
事
で
あ
る
。

　
御
田
植
神
事
は
「
粉
黛
・
戴
盃
式
」
か
ら
始
ま
る
。
こ
の
式
は
神
事
に
先
立
っ
て
神
社
へ

参
っ
た
植
女
・
稚
児
・
御み

と
し
め

稔
女
が
神
事
へ
の
参
加
資
格
を
得
る
た
め
の
祭
儀
で
、
午
前
よ
り

神
館
で
お
こ
な
わ
れ
る
。「
粉
黛
・
戴
盃
式
」
が
終
わ
る
と
、
午
後
一
時
か
ら
「
本
殿
祭
の

儀
」・「
御
田
式
場
の
儀
」
と
神
事
が
続
い
て
い
く
。

　「
本
殿
祭
の
儀
」
は
神
事
へ
参
加
者
す
る
神
職
・
八
乙
女
・
植
女
・
稚
児
を
は
じ
め
、
替

植
女
や
風ふ

う
り
ゅ
う
む
し
ゃ

流
武
者
な
ど
が
参
列
す
る
。
初
め
に
、
境
内
に
あ
る
石
舞
台
で
修
祓
が
お
こ
な
わ

れ
、
続
い
て
第
一
本
宮
で
祭
儀
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
祭
儀
は
修
祓
・
献
饌
・
祝
詞
奏
上
と
進

み
、
第
一
本
宮
の
前
に
並
ん
だ
植
女
が
神
前
か
ら
早
苗
を
授
与
さ
れ
る
。
次
い
で
、
大
田
主

が
神
前
よ
り
御
神
水
を
受
け
取
る
。
そ
の
後
、
祭
礼
参
加
者
の
代
表
に
よ
る
玉
串
拝
礼
と
武

者
に
よ
る
風
流
武
者
行
事
が
お
こ
な
わ
れ
る
。「
本
殿
祭
の
儀
」
が
終
了
す
る
と
、
御
田
講

の
講
旗
と
講
元
を
先
頭
に
供
奴
・
武
者
・
楽
人
・
神
職
・
伶
人
・
八
乙
女
・
稚
児
・
御
稔

女
・
植
女
・
大
田
主
・
奉
耕
者
・
替
植
女
と
田
植
踊
・
住
吉
踊
の
人
々
が
行
列
を
つ
く
り
、

御
田
へ
向
か
う
。
本
殿
正
面
の
鳥
居
を
通
っ
て
御
田
に
到
着
し
た
行
列
は
、
御
田
の
周
囲
を

一
周
し
、「
御
田
式
場
の
儀
」
が
始
ま
る
。

　「
御
田
式
場
の
儀
」
は
御
田
上
中
央
付
近
に
設
営
さ
れ
た
舞
台
を
中
心
に
祭
儀
や
神
事
芸

能
が
、
修
祓
・
早
苗
授
受
・
田
舞
・
神み

と
し
ろ
ま
い

田
代
舞
・
風
流
武
者
行
事
・
棒
打
合
戦
・
田
植
踊
・

住
吉
踊
の
順
で
お
こ
な
わ
れ
る
。
後
半
に
あ
る
棒
打
合
戦
は
御
田
の
周
囲
で
、
田
植
踊
と
住

吉
踊
は
中
央
の
舞
台
と
御
田
の
周
囲
で
も
お
こ
な
わ
れ
、
一
般
の
人
も
目
の
前
で
見
学
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

・
修
祓

　祭
儀
や
神
事
芸
能
に
先
立
っ
て
、
御
田
を
祓
い
清
め
る
「
修
祓
」
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
ま

ず
、
舞
台
か
ら
神
職
が
四
方
の
御
田
を
祓
い
清
め
、
次
い
で
大
田
主
が
神
前
よ
り
受
け
取
っ

た
御
神
水
を
舞
台
よ
り
四
方
の
御
田
へ
注
ぎ
入
れ
る
。
舞
台
か
ら
御
田
が
祓
い
清
め
ら
れ
、

「
修
祓
」
が
終
了
す
る
。

・
早
苗
授
受

　舞
台
上
で
植
女
が
神
前
か
ら
授
か
っ
た
早
苗
を
替
植
女
へ
と
手
渡
し
、
田
植
が
始
ま
る
。

植
女
の
役
は
堺
の
乳
守
の
遊
女
が
担
っ
て
い
た
が
、
明
治
時
代
初
期
に
断
絶
し
、
以
降
は
大

阪
の
新
町
の
芸
妓
が
中
心
と
な
っ
て
神
事
を
継
承
し
て
い
る
。
替
植
女
は
実
際
に
田
植
え
を

お
こ
な
う
女
性
で
、
白
衣
に
赤
い
腰
衣
と
襷
に
菅
笠
を
か
ぶ
っ
た
服
装
で
田
植
え
を
お
こ
な

う
。
田
植
え
は
女
性
だ
け
で
な
く
、
男
性
の
奉
耕
者
も
参
加
し
、
男
性
は
白
衣
に
傘
を
か
ぶ

り
、
黄
色
い
襷
を
か
け
て
い
る
。
御
田
で
は
赤
い
幕
を
背
に
か
け
ら
れ
た
斎
牛
に
よ
る
代
掻

住
吉
大
社
の
御
田
植
神
事

小
野

　雄
祐

き
も
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

・
田
舞
（
八
乙
女
舞
）

　
田
舞
（
八
乙
女
舞
）
は
住
吉
大
社
に
伝
わ
っ
て
い
る
巫
女
舞
（
神
楽
舞
）
の
一
つ
で
、
住

吉
大
社
の
神
楽
女
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
る
。
神
楽
女
は
白
衣
に
緋
の
差
貫
で
紅
の
襷
を
斜

め
に
か
け
た
姿
で
、
菖
蒲
の
造
花
を
頭
に
つ
け
、
舞
台
の
中
央
に
設
置
さ
れ
た
風
流
花
傘
を

中
心
に
舞
う
。
風
流
花
傘
に
は
草
綿
の
造
花
が
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
長
門
国
の
国
司
か
ら
綿

が
奉
納
さ
れ
た
故
事
に
由
来
し
て
い
る
。
田
舞
に
は
舞
だ
け
で
な
く
、
歌
も
伝
承
さ
れ
て
お

り
、
歌
に
は
本
歌
と
四
季
の
歌
の
二
種
類
が
あ
る
。
本
歌
に
は
『
枕
草
子
』
に
登
場
す
る
田

植
祭
の
歌
詞
と

（
２
）

同
じ
文
言
が
見
ら
れ
、
平
安
時
代
の
歌
が
神
事
の
中
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

・
神
田
代
舞

　
舞
台
上
で
御
稔
女
に
よ
る
神
田
代
舞
が
奉
納
さ
れ
る
。
神
田
代
舞
は
御
稔
女
が
舞
う
雨
乞

い
祈
願
の
龍
神
の
舞
で
、
戦
後
に
つ
く
ら
れ
た
御
田
植
神
事
で
は
最
も
新
し
い
神
事
芸
能
で

あ
る
。
御
稔
女
は
鴇
色
の
小
袖
に
紫
暈
か
し
の
差
貫
で
、
神
田
代
舞
の
途
中
に
龍
神
の
金
の

天
冠
を
つ
け
る
。

・
風
流
武
者
行
事
と
棒
打
合
戦

　
舞
台
上
で
風
流
武
者
に
よ
る
風
流
武
者
行
事
が
お
こ
な
わ
れ
、
次
い
で
御
田
の
周
囲
に
て

棒
打
合
戦
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
風
流
武
者
は
黒
漆
の
大
高
下
駄
を
履
き
、
日
の
丸
の
扇
や
薙

刀
を
持
っ
た
鎧
兜
姿
で
風
流
の
所
作
を
お
こ
な
う
。
薙
刀
や
扇
に
よ
る
風
流
の
所
作
は
、
邪

気
払
い
の
行
為
だ
と
も
考
え
ら
れ
て
お
り
、
風
流
武
者
行
事
に
続
い
て
お
こ
な
わ
れ
る
棒
打

合
戦
は
、
紅
白
の
二
軍
に
分
か
れ
て
、
棒
を
打
ち
合
う
虫
追
い
の
呪
術
だ
と
説
明
さ
れ
て
い

る
。
風
流
武
者
は
、
か
つ
て
神
宮
寺
の
社
僧
が
そ
の
役
目
を
担
っ
て
お
り
、
現
在
に
継
承
さ

れ
て
い
る
高
下
駄
・
薙
刀
の
装
い
は
、
明
治
維
新
以
前
の
名
残
を
残
す
も
の
で
あ
る
。

・
田
植
踊

　
風
流
武
者
行
事
・
棒
打
合
戦
が
終
了
す
る
と
田
植
え
も
終
盤
に
さ
し
か
か
り
、
田
植
踊
が

お
こ
な
わ
れ
る
。
田
植
踊
は
か
つ
て
住
吉
周
辺
で
田
植
え
時
に
謡
わ
れ
て
い
た
田
植
歌
に
踊

り
を
つ
け
た
も
の
で
、
昭
和
初
期
に
田
植
歌
が
失
わ
れ
か
け
た
時
に
、
神
事
に
加
え
ら
れ

た
。
田
植
踊
で
は
、
舞
台
と
御
田
の
周
囲
で
早
乙
女
が
踊
り
、
御
田
中
央
に
太
鼓
が
設
置
さ

れ
、
田
植
歌
が
謡
わ
れ
る
。
早
乙
女
の
服
装
は
白
衣
に
紅
い
腰
衣
、
赤
い
襷
と
赤
い
帯
に
菅

笠
と
替
植
女
に
似
た
装
い
で
あ
る
。

・
住
吉
踊

　御
田
植
神
事
の
最
後
は
住
吉
踊
で
あ
り
、
伝
承
に
よ
れ
ば
神
功
皇
后
が
堺
の
浜
に
上
陸
し

た
時
に
、
住
民
が
踊
っ
た
舞
に
由
来
す
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
中
世
に
は
、
神
宮
寺
の
社

僧
等
が
勧
進
の
た
め
に
諸
国
を
巡
っ
て
広
め
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
明
治
維
新
の
時
期
に

一
時
衰
退
す
る
が
、
民
間
で
伝
承
さ
れ
て
い
た
住
吉
踊
を
大
正
十
一
年
に
復
興
し
、
現
代
へ

と
継
承
さ
れ
て
い
る
。
御
田
植
神
事
で
の
住
吉
踊
は
舞
台
上
に
拍
子
を
取
り
な
が
ら
謡
う
教

導
師
と
円
陣
を
組
ん
だ
童
女
が
立
ち
、
御
田
の
周
囲
で
も
童
女
た
ち
が
白
衣
に
茜
色
の
布
を

つ
け
た
菅
笠
、
黒
い
腰
衣
・
草
履
、
団
扇
を
も
っ
た
姿
で
、
飛
び
跳
ね
な
が
ら
踊
る
。
住
吉

踊
は
御
田
植
神
事
だ
け
で
な
く
、
住
吉
祭
や
観
月
祭
な
ど
で
も
踊
ら
れ
て
お
り
、
住
吉
大
社

の
祭
礼
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
住
吉
踊
が
終
わ
る
頃
に
は
、
田
植
え
も
終
了
す
る
。

　午
後
一
時
よ
り
始
ま
っ
た
御
田
植
神
事
の
祭
儀
は
午
後
四
時
ま
で
に
は
終
了
す
る
。
住
吉

の
御
田
で
育
て
ら
れ
た
米
は
十
月
十
七
日
の
宝
之
市
神
事
で
お
祓
い
の
後
に
収
穫
さ
れ
、
神

前
に
奉
納
さ
れ
る
。
収
穫
さ
れ
た
米
の
一
部
は
宮
中
に
も
納
め
ら
れ
、
新
嘗
祭
で
用
い
ら
れ

る
。　御

田
で
の
神
事
芸
能
に
は
、
平
安
時
代
に
見
え
る
田
植
歌
や
住
吉
大
社
に
伝
承
さ
れ
て
き

た
巫
女
舞
を
は
じ
め
、
住
吉
踊
や
風
流
武
者
、
田
植
歌
な
ど
様
々
な
時
代
の
姿
が
神
事
の
中

に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
五
十
四
年
に
は
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お

り
、
住
吉
大
社
の
御
田
植
神
事
は
古
式
を
残
し
た
神
事
の
一
つ
で
あ
る
。



き
も
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

・
田
舞
（
八
乙
女
舞
）

　
田
舞
（
八
乙
女
舞
）
は
住
吉
大
社
に
伝
わ
っ
て
い
る
巫
女
舞
（
神
楽
舞
）
の
一
つ
で
、
住

吉
大
社
の
神
楽
女
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
る
。
神
楽
女
は
白
衣
に
緋
の
差
貫
で
紅
の
襷
を
斜

め
に
か
け
た
姿
で
、
菖
蒲
の
造
花
を
頭
に
つ
け
、
舞
台
の
中
央
に
設
置
さ
れ
た
風
流
花
傘
を

中
心
に
舞
う
。
風
流
花
傘
に
は
草
綿
の
造
花
が
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
長
門
国
の
国
司
か
ら
綿

が
奉
納
さ
れ
た
故
事
に
由
来
し
て
い
る
。
田
舞
に
は
舞
だ
け
で
な
く
、
歌
も
伝
承
さ
れ
て
お

り
、
歌
に
は
本
歌
と
四
季
の
歌
の
二
種
類
が
あ
る
。
本
歌
に
は
『
枕
草
子
』
に
登
場
す
る
田

植
祭
の
歌
詞
と

（
２
）

同
じ
文
言
が
見
ら
れ
、
平
安
時
代
の
歌
が
神
事
の
中
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

・
神
田
代
舞

　
舞
台
上
で
御
稔
女
に
よ
る
神
田
代
舞
が
奉
納
さ
れ
る
。
神
田
代
舞
は
御
稔
女
が
舞
う
雨
乞

い
祈
願
の
龍
神
の
舞
で
、
戦
後
に
つ
く
ら
れ
た
御
田
植
神
事
で
は
最
も
新
し
い
神
事
芸
能
で

あ
る
。
御
稔
女
は
鴇
色
の
小
袖
に
紫
暈
か
し
の
差
貫
で
、
神
田
代
舞
の
途
中
に
龍
神
の
金
の

天
冠
を
つ
け
る
。

・
風
流
武
者
行
事
と
棒
打
合
戦

　
舞
台
上
で
風
流
武
者
に
よ
る
風
流
武
者
行
事
が
お
こ
な
わ
れ
、
次
い
で
御
田
の
周
囲
に
て

棒
打
合
戦
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
風
流
武
者
は
黒
漆
の
大
高
下
駄
を
履
き
、
日
の
丸
の
扇
や
薙

刀
を
持
っ
た
鎧
兜
姿
で
風
流
の
所
作
を
お
こ
な
う
。
薙
刀
や
扇
に
よ
る
風
流
の
所
作
は
、
邪

気
払
い
の
行
為
だ
と
も
考
え
ら
れ
て
お
り
、
風
流
武
者
行
事
に
続
い
て
お
こ
な
わ
れ
る
棒
打

合
戦
は
、
紅
白
の
二
軍
に
分
か
れ
て
、
棒
を
打
ち
合
う
虫
追
い
の
呪
術
だ
と
説
明
さ
れ
て
い

る
。
風
流
武
者
は
、
か
つ
て
神
宮
寺
の
社
僧
が
そ
の
役
目
を
担
っ
て
お
り
、
現
在
に
継
承
さ

れ
て
い
る
高
下
駄
・
薙
刀
の
装
い
は
、
明
治
維
新
以
前
の
名
残
を
残
す
も
の
で
あ
る
。

・
田
植
踊

　
風
流
武
者
行
事
・
棒
打
合
戦
が
終
了
す
る
と
田
植
え
も
終
盤
に
さ
し
か
か
り
、
田
植
踊
が

お
こ
な
わ
れ
る
。
田
植
踊
は
か
つ
て
住
吉
周
辺
で
田
植
え
時
に
謡
わ
れ
て
い
た
田
植
歌
に
踊

り
を
つ
け
た
も
の
で
、
昭
和
初
期
に
田
植
歌
が
失
わ
れ
か
け
た
時
に
、
神
事
に
加
え
ら
れ

た
。
田
植
踊
で
は
、
舞
台
と
御
田
の
周
囲
で
早
乙
女
が
踊
り
、
御
田
中
央
に
太
鼓
が
設
置
さ

れ
、
田
植
歌
が
謡
わ
れ
る
。
早
乙
女
の
服
装
は
白
衣
に
紅
い
腰
衣
、
赤
い
襷
と
赤
い
帯
に
菅

笠
と
替
植
女
に
似
た
装
い
で
あ
る
。

・
住
吉
踊

　御
田
植
神
事
の
最
後
は
住
吉
踊
で
あ
り
、
伝
承
に
よ
れ
ば
神
功
皇
后
が
堺
の
浜
に
上
陸
し

た
時
に
、
住
民
が
踊
っ
た
舞
に
由
来
す
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
中
世
に
は
、
神
宮
寺
の
社

僧
等
が
勧
進
の
た
め
に
諸
国
を
巡
っ
て
広
め
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
明
治
維
新
の
時
期
に

一
時
衰
退
す
る
が
、
民
間
で
伝
承
さ
れ
て
い
た
住
吉
踊
を
大
正
十
一
年
に
復
興
し
、
現
代
へ

と
継
承
さ
れ
て
い
る
。
御
田
植
神
事
で
の
住
吉
踊
は
舞
台
上
に
拍
子
を
取
り
な
が
ら
謡
う
教

導
師
と
円
陣
を
組
ん
だ
童
女
が
立
ち
、
御
田
の
周
囲
で
も
童
女
た
ち
が
白
衣
に
茜
色
の
布
を

つ
け
た
菅
笠
、
黒
い
腰
衣
・
草
履
、
団
扇
を
も
っ
た
姿
で
、
飛
び
跳
ね
な
が
ら
踊
る
。
住
吉

踊
は
御
田
植
神
事
だ
け
で
な
く
、
住
吉
祭
や
観
月
祭
な
ど
で
も
踊
ら
れ
て
お
り
、
住
吉
大
社

の
祭
礼
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
住
吉
踊
が
終
わ
る
頃
に
は
、
田
植
え
も
終
了
す
る
。

　午
後
一
時
よ
り
始
ま
っ
た
御
田
植
神
事
の
祭
儀
は
午
後
四
時
ま
で
に
は
終
了
す
る
。
住
吉

の
御
田
で
育
て
ら
れ
た
米
は
十
月
十
七
日
の
宝
之
市
神
事
で
お
祓
い
の
後
に
収
穫
さ
れ
、
神

前
に
奉
納
さ
れ
る
。
収
穫
さ
れ
た
米
の
一
部
は
宮
中
に
も
納
め
ら
れ
、
新
嘗
祭
で
用
い
ら
れ

る
。　御

田
で
の
神
事
芸
能
に
は
、
平
安
時
代
に
見
え
る
田
植
歌
や
住
吉
大
社
に
伝
承
さ
れ
て
き

た
巫
女
舞
を
は
じ
め
、
住
吉
踊
や
風
流
武
者
、
田
植
歌
な
ど
様
々
な
時
代
の
姿
が
神
事
の
中

に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
五
十
四
年
に
は
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お

り
、
住
吉
大
社
の
御
田
植
神
事
は
古
式
を
残
し
た
神
事
の
一
つ
で
あ
る
。
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史
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史
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行
会

こ
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の
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考
文
献
以
外
に
も
住
吉
大
社
で
配
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『
重
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民
俗
文
化
財
指
定

住
吉
の
御
田

　
―
住
吉
大
社
「
御
田
植
神
事
」
略
記
―
』
と
『
重
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無
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民
俗
文
化
財
指
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吉
大
社
御
田
植
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役
と
芸
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―
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。
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図 68　脇本五郎右衛門と谷本五郎右衛門の縄張
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図 70　三輪村佐平次の縄張
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図 80　柏原村の瓦屋の縄張
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図 93　常門村新兵衛と清右衛門の住み分け
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図 101　奥山村上田嘉右衛門・嘉重良・治兵衛の縄張
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く
ら
　
ゆ
う
す
け
）

　
一
九
八
一
年
、
大
阪
府
生
ま
れ
。
り
ら
創
造
芸
術
高
等
学
校
教
頭
。『
真
国
川
流
域
の
納

豆
文
化
』（
高
野
文
化
圏
研
究
会
、
二
〇
一
四
）『
和
歌
山
に
納
豆
が
！
？
〜
地
域
を
耕
し
生

徒
が
育
つ
〜
』（
紀
陽
銀
行
、
二
〇
一
八
年
）、『
元
天
然
記
念
物
葡
萄
櫨
の
原
木
発
見
記
』

（
和
歌
山
県
立
図
書
館
、
二
〇
一
八
年
）、
な
ど
。

胡
桃
沢
勘
司
（
く
る
み
さ
わ
　
か
ん
じ
）

　
一
九
五
一
年
、
長
野
県
生
ま
れ
。
近
畿
大
学
名
誉
教
授
、
民
俗
学
研
究
所
第
四
代
所
長
。

『
西
日
本
庶
民
交
易
史
の
研
究
』（
文
献
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
）、『
牛
方
・
ボ
ッ
カ
と
海
産
物

移
入
』（
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
八
年
）、『
近
世
海
運
民
俗
史
研
究
　
―
逆
流
海
上
の
道
―
』

（
芙
蓉
書
房
出
版
、
二
〇
一
二
年
）、『
押
送
船
―
江
戸
時
代
の
小
型
快
速
船
』（
岩
田
書
院
、

二
〇
一
八
年
）、
な
ど
。

新
谷
和
之
（
し
ん
や
　
か
ず
ゆ
き
）

　
一
九
八
五
年
、
和
歌
山
県
生
ま
れ
。
近
畿
大
学
文
芸
学
部
特
任
講
師
、
同
民
俗
学
研
究
所

所
員
。『
戦
国
期
六
角
氏
権
力
と
地
域
社
会
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
八
年
）、『
戦
国
時
代

の
大
名
と
国
衆
』（
共
著
、
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
一
八
年
）、『
近
江
六
角
氏
』（
編
著
、
戎
光

祥
出
版
、
二
〇
一
五
年
）、「
成
立
期
和
歌
山
城
の
政
治
的
意
義
―
豊
臣
政
権
の
「
統
一
」
事

業
と
の
関
わ
り
か
ら
―
」（『
研
究
紀
要
』
二
八
、
和
歌
山
市
立
博
物
館
、
二
〇
一
三
年
）、

な
ど
。

執
筆
者
紹
介
（
五
十
音
順
）
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執筆者紹介

辻
貴
志
（
つ
じ
　
た
か
し
）

　
一
九
七
三
年
、
大
阪
府
生
ま
れ
。
近
畿
大
学
経
営
学
部
非
常
勤
講
師
、
佐
賀
大
学
大
学
院

農
学
研
究
科
特
定
研
究
員
。「
ス
イ
ギ
ュ
ウ
乳
を
用
い
たpastillas

の
加
工
―
フ
ィ
リ
ピ

ン
・
ブ
ラ
カ
ン
州
サ
ン
ミ
ゲ
ル
町
の
事
例
―
」『
佐
賀
大
学
農
学
部
彙
報
』
一
〇
四
（
二
〇

一
九
年
）、「
民
族
と
民
俗
の
博
物
館
」
小
林
秀
司
・
星
野
卓
二
・
徳
澤
啓
一
編
『
新
博
物
館

園
論
』（
同
成
社
、
二
〇
一
九
年
）、An Eco-M

aterial Cultural Study on Bird Traps 

am
ong the Palaw

an of the Philippines. Naditira W
idya 

一
三
（
一
）（
二
〇
一
九

年
）、
な
ど
。

中
村
巴
菜
（
な
か
む
ら
　
は
な
）

　
り
ら
創
造
芸
術
高
等
学
校
三
年
生
（
一
一
期
生
）、
地
域
デ
ザ
イ
ン
専
攻
。

野
本
寛
一
（
の
も
と
　
か
ん
い
ち
）

　
一
九
三
七
年
、
静
岡
県
生
ま
れ
。
文
化
功
労
者
、
近
畿
大
学
名
誉
教
授
、
民
俗
学
研
究
所

第
二
代
所
長
。『
生
態
民
俗
学
序
説
』（
白
水
社
、
一
九
八
七
年
）、『
季
節
の
民
俗
誌
』（
玉

川
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
六
年
）、『
民
俗
の
こ
と
ば
で
探
る
　
遠
山
谷
の
環
境
と
暮
ら
し
』

（
柳
田
國
男
記
念
伊
那
民
俗
研
究
所
、
二
〇
一
八
年
）、『
近
代
の
記
憶 

民
俗
の
変
容
と
消

滅
』（
七
月
社
、
二
〇
一
九
年
）、『
生
き
も
の
民
俗
誌
』（
昭
和
堂
、
二
〇
一
九
年
）、
な
ど
。

人
見
佐
知
子
（
ひ
と
み
　
さ
ち
こ
）

　
兵
庫
県
生
ま
れ
。
近
畿
大
学
文
芸
学
部
教
員
、
同
民
俗
学
研
究
所
所
員
。『
近
代
公
娼
制

度
の
社
会
史
的
研
究
』（
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
一
五
年
）、『
第
4
次
現
代
歴
史
学
の
成

果
と
課
題
3
歴
史
実
践
の
現
在
』（
共
著
、
績
文
堂
出
版
、
二
〇
一
七
年
）、「〈
戦
争
の
子
ど

も
〉
か
ら
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
考
え
る
」（『
日
本
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
』

一
四
、
二
〇
一
八
年
）
な
ど
。

藤
井
弘
章
（
ふ
じ
い
　
ひ
ろ
あ
き
）

　
一
九
六
九
年
、
和
歌
山
市
生
ま
れ
。
近
畿
大
学
文
芸
学
部
教
授
、
同
民
俗
学
研
究
所
所

員
。『
高
野
町
史
　
民
俗
編
』（
共
著
、
高
野
町
、
二
〇
一
二
年
）、「
高
野
山
納
骨
習
俗
の
地

域
差
　
―
和
歌
山
県
北
部
を
中
心
に
―
」（『
民
俗
文
化
』
二
九
、
二
〇
一
七
年
）、『
日
本
の

食
文
化
　

4
　
魚
と
肉
』（
編
著
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
九
年
）、『
三
和
イ
ン
セ
ク
テ
ィ

サ
イ
ド
　
50
年
の
あ
ゆ
み
』（
編
著
、
三
和
イ
ン
セ
ク
テ
ィ
サ
イ
ド
、
二
〇
一
九
年
）、
な

ど
。

三
木
明
音
（
み
き
　
あ
か
ね
）

　
り
ら
創
造
芸
術
高
等
学
校
三
年
生
（
一
一
期
生
）、
地
域
デ
ザ
イ
ン
専
攻
。

横
田
沙
羽
子
（
よ
こ
た
　
さ
わ
こ
）

　
り
ら
創
造
芸
術
高
等
学
校
三
年
生
（
一
一
期
生
）、
地
域
デ
ザ
イ
ン
専
攻
。

渡
辺
良
正
（
わ
た
な
べ
　
よ
し
ま
さ
）

　
一
九
三
三
年
、
福
岡
県
生
ま
れ
。
民
俗
写
真
家
。『
沖
縄
先
島
の
世
界
』（
木
耳
社
、
一
九

七
二
年
）、『
日
本
の
祭
り
　
山
車
と
屋
台
』（
サ
ン
ケ
イ
新
聞
社
、
一
九
八
〇
年
）、『
椎
葉

神
楽
』（
平
河
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）、
な
ど
。
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投稿規程

一
、
投
稿
で
き
る
者
は
、
近
畿
大
学
民
俗
学
研
究
所
々
員
お
よ
び
同
所
員
よ
り
推
薦
を
受
け

た
者
と
す
る
。

 

二
、
受
け
付
け
た
原
稿
は
複
数
の
査
読
者
に
よ
る
査
読
を
受
け
る
。
そ
の
結
果
に
も
と
づ

き
、
掲
載
の
可
否
を
決
定
す
る
。
論
部
の
内
容
に
不
備
が
あ
る
場
合
に
は
、
編
集
委
員
か

ら
投
稿
者
に
修
正
を
求
め
る
。

三
、
刷
り
上
が
り
は
、
Ａ
四
判
・
縦
書
き
（
必
要
な
場
合
は
横
書
き
も
可
）、
一
ペ
ー
ジ
あ

た
り
三
十
五
字
×
十
九
行
×
二
段
を
原
則
と
す
る
。
原
稿
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
で
き
る

限
り
、
刷
り
上
が
り
に
合
わ
せ
て
字
数
設
定
を
行
う
も
の
と
す
る
。

四
、
投
稿
の
締
切
日
は
、
毎
年
五
月
末
日
と
す
る
。
原
稿
は
、
原
則
と
し
て
、
電
子
記
憶
媒

体
（
Ｃ
Ｄ
等
）
を
添
え
て
編
集
委
員
に
提
出
す
る
。

五
、
別
刷
は
五
十
部
を
無
料
と
す
る
。

六
、
刊
行
後
の
報
文
（
論
文
、
研
究
ノ
ー
ト
、
書
評
、
写
真
及
び
写
真
解
説
等
）
は
、
そ
の

著
作
権
が
近
畿
大
学
民
俗
学
研
究
所
に
帰
属
す
る
。
た
だ
し
、
著
作
者
本
人
に
よ
る
転
載

等
を
さ
ま
た
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

七
、
刊
行
後
の
報
文
（
論
文
、
研
究
ノ
ー
ト
、
書
評
、
写
真
及
び
写
真
解
説
等
）
は
、
冊
子

体
以
外
の
媒
体
（
近
畿
大
学
学
術
情
報
リ
ポ
ジ
ト
リ
等
）
で
公
開
さ
れ
る
こ
と
を
承
諾
の

う
え
投
稿
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
電
子
媒
体
で
の
公
開
に
際
し
て
は
、
著
作
者
本
人
も
し

く
は
話
者
の
意
向
等
に
よ
り
、
一
部
ま
た
は
全
部
を
非
公
開
と
す
る
こ
と
が
あ
る
。

 

近
畿
大
学
民
俗
学
研
究
所

民
俗
文
化

　投
稿
規
程

　（
令
和
元
年
七
月
）
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を
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と
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六
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行
後
の
報
文
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文
、
研
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ノ
ー
ト
、
書
評
、
写
真
及
び
写
真
解
説
等
）
は
、
そ
の

著
作
権
が
近
畿
大
学
民
俗
学
研
究
所
に
帰
属
す
る
。
た
だ
し
、
著
作
者
本
人
に
よ
る
転
載

等
を
さ
ま
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げ
る
も
の
で
は
な
い
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七
、
刊
行
後
の
報
文
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文
、
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は
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で
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と
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と
。
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開
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は
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よ
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開
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と
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。
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元
年
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編集後記

編
集
後
記

　
『
民
俗
文
化
』
は
本
号
で
31
号
を
迎
え
る
。
節
目
の
年
に
当
た
り
、『
民
俗
文
化
』
の
判
型

を
変
更
す
る
こ
と
に
し
た
。
最
も
大
き
な
理
由
は
、
図
版
を
掲
載
し
や
す
く
す
る
た
め
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
り
所
員
や
元
所
員
の
成
果
を
よ
り
わ
か
り
や
す
く
紹
介
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
、
1
年
単
位
で
特
定
の
調
査
地
域
を
決
め
、
所
員
が
各
自
の
テ
ー
マ
で

調
査
を
お
こ
な
い
、
翌
年
の
『
民
俗
文
化
』
に
調
査
成
果
を
ま
と
め
る
と
い
う
方
針
を
取
っ

て
き
た
。
日
本
列
島
各
地
を
訪
ね
歩
き
、
広
域
の
民
俗
調
査
を
し
て
い
く
こ
と
は
、
近
畿
大

学
民
俗
学
研
究
所
の
大
き
な
特
色
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
大
学
が
所
在
す
る
近
畿
地
方

を
中
心
に
、
所
員
の
研
究
成
果
が
蓄
積
さ
れ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
文
芸
学
部
文
化
・
歴
史

学
科
で
実
施
し
て
い
る
民
俗
学
実
習
、
文
化
探
索
実
習
、
文
化
活
用
・
発
信
実
習
な
ど
の
授

業
に
お
い
て
、
調
査
地
域
と
連
携
し
な
が
ら
学
生
と
と
も
に
お
こ
な
っ
て
い
る
活
動
で
蓄
積

し
て
き
た
デ
ー
タ
も
多
い
。
こ
う
し
た
成
果
を
紹
介
し
て
い
く
こ
と
も
近
畿
大
学
民
俗
学
研

究
所
の
重
要
な
使
命
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
本
号
は
、
こ
の
よ
う
な
成
果
を
紹
介
す
る
場
と

し
、
近
畿
の
民
俗
・
文
化
と
い
う
特
集
を
組
ん
だ
。
た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
の
全
国
規
模
の
調

査
を
中
止
す
る
の
で
は
な
く
、
所
員
各
自
の
調
査
は
継
続
し
、
ま
た
、
何
年
か
に
一
度
の
割

合
で
、
近
畿
以
外
の
特
集
号
を
組
む
こ
と
も
検
討
し
て
い
る
。
今
後
も
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
、
先
学
の
先
生
方
が
築
き
上
げ
て
き
た
研
究
所
を
受
け
継
ぎ
、
近
畿
大
学
ら
し
い
『
民
俗

文
化
』
を
発
行
し
つ
づ
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
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